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　「環境家計簿」とは、家庭での電気、ガス、水道、灯油、ガソリンの使用量を集計し、CO2 排出量として算出するものです。
菱電商事グループでは2006年度から「環境家計簿」の取り組みを行っています。
　2010年以降の一家庭あたりのCO2 排出量をグラフ化しました。2011年度は原子力発電所の停止による電気のCO2 排
出量増加の影響がありましたが、2012年度以降は省エネ意識の定着化により、排出量が削減されてきています。

「環境家計簿」の取り組み

日経　第18回「環境経営度調査」商社部門ランキング第10位

一家庭あたり CO2 排出量の変化
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　昨年度の世界経済は、米国の堅調な成長などに支えら

れ緩やかな回復傾向でしたが、新興国の成長鈍化や欧州

の景気回復の遅れなど足踏み感が見られ先行き不透明な

状況にありました。

　一方、国内経済は、消費税増税や円安による原材料価

格の上昇などの懸念要素を抱えながらも、政府による景

気対策や日銀の金融政策により円安・株価上昇が進み、

緩やかな回復基調で推移いたしました。

　その中で当社グループは FAシステムの半導体・液晶

関連製造装置、工作機械関連、自動車関連設備に対する

売上が拡大しました。また、エレクトロニクスでは国内

外での自動車関連電子部品、国内での省エネ関連ビジネ

ス、アジア地域でのOA機器関連向け電子部品の売上が

堅調に推移しました。

　さて、当社グループは「グローバル化の進展」や「お

客様のニーズの多様化」等の大きな変化に対し、利益あ

る持続的成長に向け、ソリューション事業への構造改革

を行い、グローバル・ソリューション・プロバイダーへ

の変革を実践しています。すべてのソリューションはお

客様の課題から生まれると考え、それらの課題から生ま

れる解決策（ソリューション）は、お客様との緊密なコニュ

ニケーションを通して創出されると信じています。

　その中で、当社グループは環境なくして事業活動は成

り立たないという認識の下、低炭素社会の実現、循環型

社会の形成、生物多様性の対応を推進しております。太

陽光発電システムやHEMS・BEMS等のソリューション提

案や販売等の事業活動は環境活動そのものであり、地域

の状況に応じた活動を行っています。

　一方、グローバルとは個性あるローカルがそれぞれの

個性を保ちながら双方向につながり、それぞれが多様性

を発揮できる集合体と思っています。そうした多様性をき

ちんと理解し、それぞれの地域に根差した個々のお客様

のニーズをしっかりと見極めるため、お客様の近くに行き、

お客様に寄り添った活動をする必要があります。国内外の

積極的な営業拠点の展開は、そのために進めています。

　そして、環境活動を折り込んだ特色ある事業活動を推

進するために、日本で取得した ISO14001の認証範囲を

海外販社に拡大するという方法で環境活動のグローバル

化を進めています。既に当社グループは、一昨年にシン

ガポール、昨年は香港とタイの海外販社が、当社グルー

プの ISO14001 認証を拡大し、今年は中国と台湾の海外

販社が、認証拡大に向け活動しております。

　これらの活動を通し、品質・環境に長じた「グローバ

ル環境推進商社」に邁進しております。

取締役社長

1. 法令・ルールを遵守する
2. 利益ある成長を目指す
3. グローバルな企業として社会に対する責任をはたす
4. 自己の考えを確立し、活力ある組織を創る
5. 人格や個性を尊重し、高い目的意識をもって自己啓発を行う
6. 経営者・管理者は自らの役割を全うする

　 社会の変化に対応し、会社経営の安定と発展に努め、社会に貢献する。

　 誠実な営業活動と先進的な技術の提供により、取引先の信頼に応える。

　 社員の人格と個性を尊重し、専門性及び改革心と創造力の高い人材を育成する。

これらを精神的支柱として時代を勝ち抜く企業になろうとしています。

経 営 理 念 行 動 指 針

社 長
メッセージ
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行動指針
CSR

  ポリシー

コーポレート
ガバナンス

経営理念▲

 P2

▲

 P3

▲

 P12

▲

 P13

お客様とともに▲

 P15 株主様とともに▲

 P16

地域社会とともに▲
 P24

社員とともに▲

 P26

お取引先様とともに▲

 P17

地球環境とともに

品質・環境に長じた「グローバル環境推進商社」

▲

 P18

■  編集方針

　私達の環境に対する思いは、未来の人々と地球環境を共有しているとの認識の下、地球環境をより
良い状態で次の世代に引き継ぐことです。
　本レポートは、ステークホルダーの皆様に当社グループの事業活動だけでは見えない環境活動を含
めた CSR 活動をお伝えすることを目的に編集致しました。
　なお、作成にあたっては、当社の状況や取り組みを分かりやすくお伝えするために、専門的用語は
極力避けております。
　ステークホルダーの皆様の当社グループ見聞の一助となれば幸いです。

菱電商事グループのCSR
菱電商事グループは、あらゆるお客様に最適なソリューションを提供する事業活動、

事業を通じた地球環境保全活動、地域の一員としての社会貢献活動、多様な人材が活躍できる

職場環境づくりなど、多岐にわたる CSR 活動に取り組んでいます。

そして、これからも持続可能な社会形成に向けた活動を推進するとともに、

品質・環境に長じた「グローバル環境推進商社」を目指していきます。

社長メッセージ
経営理念
行動指針
菱電商事グループの CSR
編集方針
CONTENTS

  Topics 01  菱電商事のソリューション
  Topics 02  社員とともに
  Topics 03  地球環境とともに

CSR ポリシー
コーポレートガバナンスの体制
事業概要
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　環境活動 2014 年度の実績
　CMS グループの活動
　2014 年度環境会計のご報告
　環境管理組織と環境活動の歩み
　2015 年度の取り組み
地域社会とともに
　生物多様性保全につながる社会貢献活動
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　社員とその家族への責任
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環境エネルギーソリューション分野

　再生可能エネルギーや
EMS（Energy Management 
System） の 重 要 性 が 高
まる中、菱電商事グルー
プは「グローバル環境推
進商社」として幅広い分
野 に 環 境 エ ネ ル ギ ー ソ
リューションを提供して
います。

HMI・センサーソリューション分野

　ディスプレイやタッチパネ
ル、画像処理、EV 車両シミュ
レータなど、さまざまな HMI

（Human Machine Interface）・
センサーソリューションを各
分野に提供しています。

ビル・マネジメント・ソリューション分野

　商業施設や工場、ビル
設備における点検・監視・
制御・検針の遠隔操作を
24 時 間 365 日、 グ ロ ー
バルで実現するソリュー
ションを提案します。

ネットワークソリューション分野

　モニタリングソリューショ
ンや資産管理ソリューション
など、最先端のネットワーク
技術を活かしたソリューショ
ンを提案します。

スマートインダストリアルソリューション分野

　各デバイスや FA 関連商社とし
ての豊富な経験を活かし、生産
管理ソリューションや検査・安
全・予防保全ソリューションな
どお客様のニーズに的確に応え
るソリューションを提案します。

オートモーティブソリューション分野

　コンポーネントやシステム
事業の経験と技術を駆使し、
設 備の最適化を実現する省
人・省力化や管理システムを
提案します。

メディカルソリューション分野

　医療現場の災害対策、エネ
ルギーマネジメント、診断機
器や IT システムの販売・リー
スなど、医療現場のさまざま
なニーズにトータルでお応え
します。

菱電商事グループはグローバル・ソリューション・プロ

バイダーとして、日本国内はもちろん、米国や欧州、中

国圏、東南アジアなどにも拠点を設立しグローバルネッ

トワークを構築しています。このグローバルネットワー

クを通じ、製造分野から開発・研究、医療、農業分野ま

で多岐にわたるソリューション・サービスを提供し、国内

外のあらゆるお客様の課題解決を全力でサポートします。

多様なソリューションで
お客様のビジネスを応援します

菱電商事のソリューションTopics 01

アメリカ／サンノゼ

アメリカ／アトランタ

シンガポール
インドネシア／ジャカルタ

ドイツ／フランクフルト

中国／上海

韓国／ソウル

中国／大連 日本／本社

▼  詳しくは P10-P11 をご覧ください。

アメリカ／インディアナポリス

タイ／シーラチャ

インド／グルガオン

中国／成都

中国／広州

台湾／台北

中国／深圳中国／香港

ベトナム／ホーチミン

タイ／バンコク

フィリピン／マニラ
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Vietnam

給料や保険計算、採用などの人事、総務業務、翻訳・
通訳業務、会計業務などを担当しています。菱電
商事グループのプロフェッショナルな職場環境に
は、自分が挑戦できる多くの機会があります。

THE REPRESENTATIVE OFFICE OF RYODEN 
TRADING COMPANY, LIMITED

 IN HO CHI MINH CITY

Ryosho Techno Singapore Pte Ltd に入社して 9
年になります。入社以来、多くのオーディオ関係の
お客様を担当してきました。菱電商事グループは海
外連携が進んでいるので、各国の文化やビジネス
を通して自らの経験を積み上げることができます。

Ryosho Techno Singapore Pte Ltd

Singapore

半導体製品の部品手配や
在庫管理業務、品質管理
などの業務を行っていま
す。菱電商事グループのよ
さは企業ポリシーと思いや
りのあるスタッフです。働
きやすい職場環境と素晴ら
しい同僚に恵まれていると
実感しています。

RYOSHO（THAILAND）
COMPANY, LIMITED

Thailand

RYOSHO TECHNO INDONESIA は新しい会社で、私自身
も経験が浅いのですが、菱電商事グループは新人の私に常に
優しく接してくれ、さまざまな面で支援してくれます。日々
の業務に一生懸命取り組み、早く会社の力になりたいです。

PT. RYOSHO TECHNO INDONESIA

Indonesia

中国国内における基板や
デバイス部品などの販
売を担当しています。菱
電商事グループは単に
製品を販売するだけでな
く、お客様の将来まで考
えてビジネスを行ってい
ます。「個性のある会社」
とお客様からお褒めの言
葉をいただき、やりがい
を実感しています。

菱商電子（上海）有限公司

China

菱商香港有限公司に入社して約12年が経ちました。その間、
社内の先輩や同僚などたくさんの人に支えられ、いろいろ
なことを経験させてもらいました。今後は教わった知識と
経験を後輩に伝承することで会社に貢献したいと思います。

菱商香港有限公司

Hong Kong

グローバル・ソリューション・プロバイダーとして事業

を展開する菱電商事グループでは、さまざまな国籍を持

つたくさんの社員が活躍しています。そんな社員たちが

「現在携わっている仕事」や「菱電商事グループの好きな

ところ」を紹介します。菱電商事グループはこれからも

多様な人材がやりがいを持って働き、仕事を通して成長

できる環境づくりに取り組んでいきます。

RYOSHO TECHNO PHILIPPINES INC. 設立のための各種手続
き、フィリピンにおける商材やパートナーの発掘にあたっていま
す。菱電商事グループは国の違いや多様性を理解しているので、
国籍や年齢を問わずたくさんのことを学べます。

RYOSHO TECHNO PHILIPPINES INC.

私はお客様からの受注業務や仕入先
への発注業務、納期管理などを行っ
ており、お客様のニーズを満たす仕
事に喜びとやりがいを感じています。
菱電商事グループがアメリカでさら
に成長できるようがんばりたいと思
います。

Ryosho USA Inc. Atlanta Branch

営業技術職として、既存・新規製品の拡販に注力してい
ます。菱電商事グループのグローバルネットワークの拡
大に伴い、さまざまな国や地域に足を運び、現地のビジ
ネスをサポートできるのはとても有意義なことです。

Ryosho USA Inc. Atlanta Branch

REU 営業技術部門に所属し
ており、2015 年 4 月に開催
されたハノーバーメッセでは
主担当として見本市の成功と
パートナー獲得に取り組みま
した。国際的な職場環境であ
る菱電商事グループは、営業
技術のプロフェッショナルと
して成長できる環境です。

Ryosho Europe GmbH 

台湾でのソリューション提案
や新しいビジネスパートナー
の開拓、新商材の開発などを
行っています。菱電商事グ
ループのよさはチームプレー
ができること。他拠点の社員
との連携プレーができるとこ
ろが素晴らしいと思います。

台湾菱商股份有限公司

FA 部門で大手日系企業のお客様を中心に営業活動を
行っています。菱電商事グループは「人財」を大切
にし、社員の成長と専門知識の教育にも取り組んで
いるので、仕事を通じてさまざまな知識を身につけ
ることができます。

菱商電子（上海）有限公司

お取引先様との連携による新製品の試
作や量産日程調整、品質確認・改善など
の業務を担当しています。菱電商事グ
ループは社員の将来や教育について個
人の意向を十分に聞き、社員が積極的に
仕事に向かえるように導いてくれます。

菱商電子諮詢（深圳）有限公司
自動車産業分野などでの
技術支援、新規顧客開拓
における技術支援、既存
顧 客 の フ ォ ロ ー な ど を
行っています。菱電商事
グループは幅広い経験や
知識、技術を持っている
ので、これらを学ぶこと
で自分自身の向上につな
がっています。

RYOSHO（THAILAND）
COMPANY, LIMITED

品質管理やデリバリーと
いった SCM（ サ プ ライ
チェーンマネジメント）ビ
ジネスを担当しています。
菱電商事グループが現在
取り組んでいるソリュー
ション事業などの新たな
ビジネスに携われること
にやりがいを感じます。

Ryosho Techno 
Singapore Pte Ltd

2013年に、Ryosho Techno India Pvt 
Ltd の前身である RTS インド駐在員事務
所にマーケティング・アシスタントマネー
ジャーとして入社し、社員のみんなを大家
族のように感じています。インドでのパー
トナーや商材の発掘など新しい可能性を
求め取り組んでいます。

Ryosho Techno India Pvt Ltd

菱商韓国株式会社では、
三菱電機の FA 製品の
営業並びに韓国の高い
技術力とコストメリッ
トがある商材やパート
ナーの発掘を行ってい
ます。菱電商事グルー
プは、日本や海外拠点
の方とも気軽に情報交
換や相談ができるとこ
ろがいいですね。

菱商韓国株式会社

ヨーロッパでパートナーを
発掘し、世界中のお客様に
付加価値を感じていただけ
る提案を行うことが目標で
す。菱電商事グループの世
界中のメンバーと能力や知
識をシェアできること、ま
たそれを発揮できるチーム
ワークが私たちの強さです。

Ryosho Europe GmbH

SCM（サプライチェーンマネジメント）
チームの営業マネジャーとして、お客様
への商談開拓に取り組んでいます。菱電
商事グループは海外社員に対しても人材
育成や人事制度が整っているので、会社
に貢献したいという意欲が湧いてきます。

菱商香港有限公司

世界の多様な人材が
いきいきと活躍しています

海外のローカルサプライヤーなど新規お取引
先様に対する品質指導や生産ライン監査が主
な仕事です。菱電商事グループのよいところ
は、熱い思いを持っている人が多く、目標に対
して前向きに一団となって進めるところです。

菱電商事株式会社 品質企画部

Japan

Philippines

Thailand

Germany

USA
Hong Kong

Germany

Korea

China

Singapore

USA

India

China

Taiwan

社員とともにTopics 02
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地球環境保全は、持続可能な社会の実現のために世界的規

模で取り組むべき課題の一つです。菱電商事グループは、

エネルギー監視・制御システムからエネルギーマネジメン

ト、再生可能エネルギーまで、幅広いEMSソリューション

を提供しています。お客様のニーズや課題に合わせ、プ

ランの立案、設計、施工、運営、管理までをトータルで

ご提案するとともに、地球環境負荷低減に寄与します。

EMS ソリューションで
地球環境保全に貢献しています

環境保全や災害時におけるエネルギーの自給自足などの観点から、再生可能
エネルギーの必要性は今後ますます高まるとみられます。菱電商事グループでは
栗原（宮城県）、前橋（群馬県）、浜松（静岡県）の 3 箇所に太陽光発電所を
建設し発電事業を行うとともに、各拠点及び各社員のスマートフォンで発電状況
をリアルタイムに遠隔監視出来るシステムを導入しています。こうした発電事業で
培ったノウハウと高い技術力を統合したのが再生可能エネルギーソリューション
です。プランの立案から収益計画、発電所の設計・施工、運用、遠隔監視まで、
太陽光発電事業に関するあらゆるサービスをワンストップで提供します。

安全かつ効率的に消費電力を削減するためには、信頼性に優れたパワーマネジメントシステムが不可欠
です。菱電商事グループでは組み込み制御システム用途の半導体を活用することにより、高性能でコスト
パフォーマンスの高いパワーマネジメントシステムを提案しています。

近年、災害や事故などの際に事業への影響を最小限に抑え、すぐに事業を再開させるための「事業継続
計画（BCP）」の重要性が広く認識されるようになってきました。菱電商事グループではお客様の事業内容
を詳細に把握・分析した上で、最適な BCP ソリューションを提案します。

菱電商事グループでは、様々なネットワーク利用によるオフィスやスマー
トハウス、工場に対し、最適なエネルギー監視・制御システムを提案し
ています。とくに BEMS（Building Energy Management System）につい
ては、ショールームを設置して BEMS による省エネ・コスト削減の実証を
行い、その結果をソリューションの向上に活かしています。本社ショールーム

栗原第一・第二、前橋、浜松当社の栗原発電所（宮城県） パワーコンディショナ

発電設備 出力規模

栗原発電所
（宮城県） 1,000kw

前橋発電所
（群馬県） 37kw

浜松発電所
（静岡県） 50kw

菱電商事グループの
太陽光発電事業実績

地球環境とともにTopics 03

再生可能エネルギーソリューション

BEMS・HEMS・FEMS ソリューション

パワーマネジメントソリューション

BCP ソリューション
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菱電商事グループは、未来の人 と々地球環境を共有している
との認識の下、より良い地球環境を次の世代に引継ぐことが
大きな課題であり、企業活動においても地球環境への積極的
な対応が重要な使命であると認識しております。当社は、コン
ポーネント（部品、機器単品）とソリューション（提案型シス
テム）を幅広い分野に展開している技術商社として、経営理
念に掲げる「社会に貢献し、お取引先の信頼に応える事業活

動」を実践するなかで、環境への取り組みを経営の最重要課
題のひとつとして位置づけ推進します。
環境に配慮した部材・製品・システム及び、ソリューション・サー
ビスの取扱いを積極的に進めるとともに、自らの活動が及ぼ
す環境負荷の低減、製品含有化学物質の管理、生物多様性
への対応に努めます。

■ 環境基本理念

■ 環境方針

菱電商事グループは、地球環境の保全に関する基本理念に基づいて構築し、運営している環境マネジメントシステムの継続
的改善に努めます。事業活動の推進にあたっては、以下の方針をもってこれに取り組みます。

１  環境に関する法規則を遵守するとともに、環境保全に関する社会的要請及び顧客要求事項に応えていきます。
1）環境マネジメントシステムの運用による環境負荷の低減
2）製品含有化学物質管理システムによる適切な情報提供と管理
3）生物多様性に配慮した社会貢献活動の推進

２  下記の項目を、環境管理重点テーマとして取り組み、定期的に見直しを実施します。
1） 環境の保全に効果的な部材・製品・システム（太陽光発電を中心としたエネルギーマネジメントシステム等）及び、

ソリューション（環境ソリューション等）・サービスの積極的な取扱い
2）事務所内および車輌の環境管理の徹底と、廃棄物の抑制・適正管理・適正処理・省エネルギー、省資源、環

境汚染防止などに有効な施策の実施
3）環境負荷低減のため、事業活動に必要な設備・備品全般において計画的な環境投資の推進

３  環境基本理念と環境方針を当社で働く、または主として当社のために働くすべての人に周知徹底します。また、全員
がこれを理解し実践できるよう、教育・啓発活動を推進します。
環境方針は、定期的に見直しを行い、必要に応じて改訂いたします。

４  仕入先・協力業者・関係会社などに対して当社の方針を示し、関連情報を伝達することにより、理解と協力を求めます。

５  環境基本理念と環境方針は、印刷物及び電子化文書で、一般の人々にも公開します。

2014 年 4 月 1 日
取締役社長

山下　聰

■ コーポレートガバナンス体制
当社は、グループ行動指針に「経営に有益かつ充分なコーポ
レートガバナンス（企業統治）を推進する」と定めており、経
営の「透明性」「倫理性」「説明責任」及び「情報開示」に
努めるため諸施策に取り組んでいます。
当社の取締役会は、取締役 16 名（うち社外取締役 1 名）
で構成され、月1 回定例開催しており、経営の重要事項の決
定と業務執行の監督を行っています。なお、取締役の任期は
1 年で、経営責任の明確化を図るとともに、機動的な取締役
会が行えることを目的として、取締役会の書面決議を採用し
ています。また、社外取締役には、第三者の観点から業務執
行に関する助言や牽制機能を担っていただいています。

取締役会の諮問機関として、経営の透明性とスピーディな意
思決定を行うために、社長・役付取締役及び担当取締役など
で構成される経営会議を開催しており、重要事項に係る検討
を行っています。また、常勤監査役も出席し、協議の適正化
を図っています。
当社の監査役会は、常勤監査役 2 名および社外監査役 2 名
で構成されており、取締役会及び重要会議に出席しています。
監査役は各部門・支社に対する業務監査及び子会社監査を
実施し、その結果を監査役会及び代表取締役に報告を行っ
ています。また、内部監査部門及び会計監査人とも定期的に
情報及び意見の交換を行い、監査の充実を図っています。

■ 内部統制システム
当社は、業務が法令・定款に適合するために、内部監査部
門において、当社及び当社グループ会社に対する業務監査及
び会計監査を行い、会社の業務活動が適正に行われている
かを監査しています。なお、会計監査人と監査役は、定期的
に相互の情報交換や意見交換を行い、監査の実効性と効率

性の確保を図っています。
また、取締役社長を委員長、役付取締役を委員とする「内部
統制統括委員会」で内部統制に関する基本方針の検討や実
施状況の確認を行っています。

■ コンプライアンス体制
当社は、コンプライアンスの徹底を経営の重要課題とし、コン
プライアンスに関する規程を定め、従業員に対する教育を徹
底しています。企業活動におけるコンプライアンスの徹底のた
め、担当取締役を委員長とする「倫理・遵法委員会」を設置し、
定期的にコンプライアンスに関する推進事項を定め実行すると

ともに、内部監査部門がコンプライアンス遵守状況を監査し
ています。
また、反社会的勢力には毅然とした態度で臨むことを当社「グ
ループ行動指針」に定め、これを徹底し、そのための体制整
備を行っています。

■ リスクマネジメント
当社は、リスクマネジメント基本規程を定め、担当取締役を委
員長とする「リスクマネジメント委員会」において、リスクの抽
出を行い、発生の可能性及び影響度などをもとに対策を講じ、

重要事項については経営会議および取締役会において審議を
し、当社グループ全体の多面的なリスクマネジメントを行って
います。

■ 情報セキュリティへの取り組み
当社グループは、社内情報システムへの不正アクセス対策及
び企業機密情報、個人情報の漏洩防止策を継続的に推進し、
従業員に対する教育を徹底しています。
・事務所のセキュリティガイドラインを設け、各事業所をゾー

ン管理し、入退室管理をIC カードで行うなど、セキュリティ
の強化をしています。
・業務用パソコン及びサーバーの一元管理システムを導入し、
クライアントの使用禁止ソフトなどの排除を行っています。

CSRポリシー
菱電商事グループは、事業活動を通
じて地球環境保全に貢献したいと考
えています。そのため「環境基本理
念」および「環境方針」を制定し、こ
れらに立脚した事業活動を推進して
います。地球環境をより良い状態で
次世代に引き継ぐため、菱電商事グルー
プはこれからも尽力していきます。

コーポレートガバナンスの体制
企業価値を継続的に高めていくためには、コーポレートガバナンス（企業統治）を有効に機能させることが
重要です。菱電商事グループではグループ行動指針に基づき、経営の「透明性」「倫理性」「説明責任」及び
「情報開示」に努めるため、さまざまな施策に取り組んでいます。

RYODEN 
Strategy of 
CSR

Economy

Environment Society

内部統制
セキュリティ
マネジメント

環境有益商品
グリーン調達

企業倫理
コンプライアンス

内部統制
セキュリティ
マネジメント

環境有益商品
グリーン調達

企業品質
CS（顧客満足）

BCP（事業継続計画）

地球温暖化防止
循環型社会寄与

雇用・労働
人権・安全衛生社会貢献社会貢献

経営

環境 社会

企業倫理
コンプライアンス

サステナビリティ
レポート

Sustainability Report

Stake holder

ステーク
ホルダー

菱電商事
ホームページ

透明性
説明責任
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菱電商事グループは、グローバル・ソリューション・プロバイダーとしてお客様のニーズや課題を解決するベスト・
ソリューションを提供し、お客様のかけがえのないパートナーとなることを目指しています。

お客様のかけがえのないパートナー
となることを目指して

お客様とともに

2014 年 4 月、菱電商事グループはお客様満足のさらなる向
上のために、基幹事業である FA システム、冷熱システム、
ビル情通システム、電子デバイス事業に加えまして、新たに
システム・ソリューション事業部を発足しました。これは事業
分野の枠を越え、お客様のニーズや課題をシステム・ソリュー
ション事業部全体で共有することで、お客様に「オール菱電
商事」で対応できる体制を目指したものです。従来のように
お客様と “ 点 ” でおつき合いするのではなく、“ 面 ” でおつき
合いすることにより、お客様のニーズや課題をより深く理解・
分析し、それを解決するためのベスト・ソリューションを迅速
に提案できるよう努めています。
また、システム・ソリューション事業部はお客様のニーズに寄
り添いながら、新たなソリューション事業を創造していくことを
目指しています。現在、同事業部はビルマネジメント部、オー
トモーティブシステム部、OA・リビングシステム部、インダ
ストリアル計装システム部などの 11 部門（2015 年 4 月時点）
で推進しています。今後
もさまざまなお客様の
ニーズに応える新たなソ
リューションを創造・提
案し、お客様のかけが
えのないパートナーとな
ることを目指します。

オール菱電商事グループで
新たなソリューション事業を

お
客
様
と
と
も
に

地
球
環
境
と
と
も
に

地
域
社
会
と
と
も
に

社
員
と
と
も
に

菱電商事グループでは、お客様の “ ニーズの本質 ” を見極め
た提案を目指しています。例えば、あるお客様から「太陽光発
電を導入したい」という依頼があった場合、営業担当者は技
術力を基本にお客様の課題を丹念に掘り起していきます。そう
した過程から、お客様が本当に望んでいるのは「太陽光発電
設備の設置のみではなく、災害時の事業継続計画（BCP）の
導入である」といった “ ニーズの本質 ” を見極め、その上でベ
スト・ソリューションを提案することに力を注いでいます。「困っ
たことがあったら、菱電商事グルー
プに相談してみよう」とお客様に
思っていただける企業を目指し、
これからもお客様の “ ニーズの本
質 ” に的確に応えるソリューション
を提案していきます。

災害や事故などの際に事業への影響を最小限に抑え、迅速に
事業を再開させるための BCP ソリューション。菱電商事グルー
プでは、災害時の電源供給や停電・瞬低からの機械保護など
さまざまな BCP ソリューションを提供し、お客様のビジネスを
サポートします。

お客様の “ニーズの本質 ”を
見極めた提案を目指す

BCPソリューションで
お客様のビジネスをサポート

菱電商事株式会社
ソリューション事業本部
システム・ソリューション事業部長

中村 真敏

わたし×CSR

菱電商事グループは
これからも変わりつづけます
システム・ソリューション事業部の事業部長として、主に事業計画や部門戦略の策定などに

携わっています。お客様のニーズや課題に寄り添いながら新たなソリューション事業を創造

する取り組みは、当社グループにとって前例がないことなので道を切り拓いていく苦労もあ

りますが、そのぶん大きなやりがいを感じます。システム・ソリューション事業部発足から

1年が経ち、お客様から「菱電商事は変わったね」「面白くなったね」という言葉をいただく

と非常に嬉しいです。菱電商事グループはこれからも変わりつづけていきますので、ぜひお

声がけください。

株
主
様
と
と
も
に

　取
引
先
様
と
と
も
に
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事業概要
菱電商事グループは1947年の設立以来、先進的な技術と誠実な営業活動を通じて、お客様の満足度向上
に努めてきました。さらに2013年度からはワールドワイドに付加価値を提供する「グローバル・ソリュー
ション・プロバイダー」への進化を目指し、中期計画を推進しています。

■ 会社概要

■ 事業概要

社名 		  ： 菱電商事株式会社

本社所在地 	 ： 東京都豊島区東池袋三丁目15 番 15 号

代表者 		  ： 取締役社長　山下 聰

設立年月日 	 ： 1947 年 4 月22日

資本金 		  ： 103 億 34 百万円（2015 年 3 月31日現在）

売上高（連結） 	 ： 2,378 億 77 百万円（2014 年度）

主要取扱品 	 ： 電気・電子機器、情報通信機器、産業機器、建設環境機器などの販売

社員数 		  ： 983 名（2015 年 3 月31日現在）

グループ社員数 	 ： 1,251 名（2015 年 3 月31日現在）

世界経済は、米国の堅調な成長などに支えられ緩やかな回復
傾向にあったものの、新興国の成長鈍化や欧州の景気回復の
遅れなど足踏み感が見られ先行き不透明な状況にありました。
一方、国内経済は、消費税増税による駆け込み需要の反動
は見られたものの、円安・株高などによる企業収益の改善や
設備投資の回復により、緩やかな回復基調が続きました。
当社グループの取引に関する業界は、デジタル家電業界の低
迷は依然として続いているものの、産業機器業界や自動車関
連及びエネルギー関連では、概ね堅調に推移しました。
このような状況下、当社グループは、ワールドワイドに顧客に

付加価値を提供する「グローバル・ソリューション・プロバイ
ダー」への進化を図るべく、中期経営計画「GSP・15（Growth 
Strategy Plan 2015）」の中間年度として諸施策を進めてい
ます。2014 年度においては、ソリューション事業加速に向け
た事業本部の一本化及びソリューション専任組織の設置など
の組織改革やソリューションビジネスの進化を図り、顧客に密
着した活動をさらに充実させるため、国内、米国及び東南ア
ジア地域での拠点拡充などの施策を進めてきました。
その結果、下記の通りの経営成績となりました。

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

190,896

3,509

1,079
1,079

1,176 1,167 1,148
1,190

1,703

4,015 3,984
4,662

5,641

168,586

197,016 202,723 203,730
1,251

4,505

237,877
224,766

事業推移（連結） 売上高（百万円）　　　経常利益（百万円）　　　人員（人）
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ローカルメーカー

輸入通関

国内倉庫

お客様
海外工場

お客様
日本工場

海外倉庫検品作業出荷検査

定期監査
＜＜管理部門＞＞
品質企画部

所在地：東京・上海

＜＜検品センター＞＞

～菱電商事グループ～

菱電商事グループは、製品や技術調達において国内外約 2,000 社のお取引先様と連携しています。これか
らも公正・公平な取引を徹底するとともに、信頼関係の強化を目指していきます。

世界各国のお取引先様と
Win-Winな関係をつくるために

お取引先様とともに

お
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と
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菱電商事グループはこれまでも、お客様のニーズに合わせて
商材を提供して参りました。さらに当社グループは、日本のメー
カーで培った品質保証ノウハウを移入し、現在「品質マッチン
グサービス」に注力しています。
日本国内はもちろん中国圏、東南アジア、欧米各国には、そ
れぞれ優れた技術や特徴のあるソリューションを持ったローカ
ルメーカー等のお取引先様が多数存在します。当社グループ
はグローバルネットワークを通じて徹底的にリサーチし、そう
した優秀なお取引先様を発掘し、品質保証のための様々な指
導を行った上で、お客様とのマッチングを図っています。一例
として、中国のあるお取引先様は１年間の指導・準備期間を
経て日本の大手自動車メーカー様へのマッチングを行った結
果、１年間流出不良ゼロの好成績を上げ、優秀新規サプライ
ヤーとしての表彰を受けました。
菱電商事グループは今後も各国のお取引先様との連携を強化
し、新たなソリューションやビジネスチャンスを創造していきます。

普遍的な価値の
「品質」を提供するために

菱電商事グループはお取引先様同士をつなぐ架け橋となり、
一つのチームを形成することで、お取引先様の市場競争力を
向上する取り組みも行っています。例えば、設計力が突出して
いる、技術力に優れているなど、お取引先様にはさまざまな
特徴があります。こうしたお取引先様の特徴を調査・分析し、
最適なお取引様同士をマッチングすることで新たなビジネス
チャンスの創出を目指していきます。

2015 年 4 月 13 日〜 17 日、ドイツ・ハノーバー市にてインダ
ストリアルオートメーションに特化した世界最大級の専門技
術展「ハノーバー・メッセ国際産業技術見本市」が開催され
ました。菱電商事グループはハノーバー・メッセに初出展し、
産業システム向けソリューションを中心にさまざまなソリュー
ションを提案しました。ハノーバー・メッセ出展の最大の目的
は、新たなお取引先様とソリューションの発掘にあります。い
ずれはヨーロッパのお取引先
様とコラボレーションして新し
いソリューションを創造し、日
本をはじめとするアジアで展
開することを目指しています。

お取引先様同士をつなぐ
架け橋として

お取引先様のネットワークを
ヨーロッパにも拡大

菱電商事株式会社
取締役   品質企画部長

小川 義明

わたし×CSR

グループ一丸となって
「品質マッチングサービス」を促進します
2009年に品質企画部が発足し、お客様とお取引先様のマッチングを図る「品質マッチングサービス」

をスタートさせました。私はその当時から「品質マッチングサービス」の企画・設計・運営の責任

者を務めています。これは当社初の試みですべてが手探りでしたが、現在は品質企画部や営業担当

者、海外拠点の品質管理担当者などグループ全体でお取引先様の発掘とお客様とのマッチングに

取り組んでいます。これからも菱電商事グループは新たなビジネスチャンスとソリューションの創

造に尽力していきますので、ご興味のあるサプライヤー様はぜひお声がけいただければと思います。

菱電商事グループは、安定配当の維持と株主様への還元に努めるとともに、正確な情報開示に取り組んでいます。
また、皆様のご意見を真摯に受け止め、事業活動に反映することを心がけています。

安定配当の維持と積極的な情報発信を通じ
株主様との信頼関係を強化

株主様とともに

株
主
様
と
と
も
に
　
取
引
先
様
と
と
も
に

菱電商事グループでは、株主様への利益還元を経営における
重要課題の一つと位置づけ、安定配当の維持に努めています。
2015 年 3 月期においては、増収ながらも営業利益、経常利益、
当期純利益は減益となりましたが、配当については 2014 年 5
月公表のとおり、1 株あたり24 円（年間）といたしました。

菱電商事グループでは、毎年 6 月と 12 月に株主の皆様に「株
主通信」をお送りしています。「株主通信」では、当社取締役
社長・山下聰のご挨拶や経営戦略、ソリューションのご紹介な
どの基本情報に加え、太陽光発電事業の開始、池袋本社のリ
ニューアル、東南アジアへの拠点増設など、その時々のトピッ
クスを紹介し、日頃よりご支援いただいている株主様に菱電
商事グループへの
理解をより深めてい
ただける誌面づくり
に努めています。

株主様への
安定配当の維持

菱電商事グループでは、ステークホルダーの皆様に当社グルー
プの理念や経営方針、事業戦略について知っていただくため、
さまざまな媒体を通して積極的な情報発信を行っています。
例えば、『日経ビジネス』（2014 年 6 月 9 日号）では、「卸売
商社から問題解決提案型商社への進化」というテーマで、利
益ある持続的成長のための当社グループの施策を紹介。また、

『週刊東洋経済』（2015 年 3 月 28 日号）では、「GSP（グロー
バル・ソリューション・プロバイダー）宣言：商社を超える商
社へ」と題し、お客様とともに考え、お客様とともに成長する、
商社を超えた商社を目指す当社グループの取り組みを紹介し
ました。ステークホルダーの皆様に当社グループに対する理
解と信頼を深めていただくため、菱電商事グループは今後も
さまざまな媒体を通して積極的に情報を発信していきます。

株主様への情報開示と
活動報告

さまざまな媒体を活用した
情報発信

TOPICS

『週刊東洋経済』（2015 年 3月 28 日号）
「株主還元＆ROE 上昇期待ランキング 100」
「好業績＆高配当利回りランキング 50」にランクイン！
『週刊東洋経済』（2015年 3月 28日号）では、「有望銘柄ランキング 300」と

題した特集を掲載。その中の「株主還元＆ROE上昇期待ランキング100」で、

菱電商事グループは35位にランクイン。また、「好業績＆高配当利回りランキ

ング 50」でも、当社グループは34位にランクインしています。
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化学物質管理の取り組みは世界中に広がりを見せており、企業においても諸外国の化学物質管理規則への対
応は重要な課題となっています。そこで、菱電商事では製品含有化学物質情報を管理する CMS グループを
設立。化学物質情報の適切な管理とスムーズな情報伝達に注力しています。

CMS グループの活動
地球環境とともに

エコオフィスの取り組みとして、2014 年度は「電気使用量の削減」「廃棄物最終処分量率の削減」「営業車の燃費向上」
「森林循環紙の使用」を目標とし、そのすべてにおいて目標を達成しました。

エコプロダクツの取り組みでは「重点環境商品（省エネ、新エネルギーアイテム商材）の売上」を目標に掲げ、目標
を達成しました。

環境活動 2014 年度の実績
地球環境とともに

CMSグループお客様対応状況

紛争鉱物関連
　 対応客先数：56 社 ／ 情報提供件数：114 件

0
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10,000
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情報提供件数
調査メーカ数
お客様数

251

319 311

200

288

219
169

126

REACH 規則の全体像
化学物質情報の管理・伝達の仕組み

欧州化学品庁
（ECHA） 消費者

当社当社

部品メーカー

材料
メーカー

製品
メーカー

登録
評価
認可

届出
登録 情報提供

情報伝達
情報伝達

登録
評価
認可

製品含有
化学物質情報

MSDSplus
ICP
GADSL

製品含有
化学物質情報

AIS
JGP
JAMA

2002 年にヨハネスブルグで開催された「持続可能な開
発 に 関 する世 界 首 脳 会 議 」（WSSD：World Summit on 
Sustainable Development ）において、「2020 年までに化
学物質の製造と使用による人の健康と環境への著しい悪影
響を最小化することを目指す」との目標が掲げられました。
これを受け、各国では化学物質管理の法令の改正・制定
が行われ、企業においても諸外国の化学物質管理規則へ
の対応が不可欠となってきています。
たとえば、EU では REACH 規則（Registration, Evaluation, 
Authorisation and Restriction of Chemicals）を定めており、
サプライチェーン上流の化学品メーカーから下流の最終製
品メーカーまで、さまざまな業界に化学物質の管理を求め
ています。EU 域内で生産または輸入される化学品につい
ては届出や登録が義務づけられ、最終製品メーカーも特定
の条件に当てはまる場合は製品含有化学物質に関して届出
や登録、消費者などへの情報提供が求められます。
こうした動きを受け、当社では製品含有化学物質情報
を 管 理 する CMS グ ル ープ（ 化 学 物 質 管 理システ ム：
Chemical substances Management System）を設 立。お
客様のグリーン調達ガイドラインや年々増える高懸念物質

化学物質情報を適切に管理し、世界の要求に応える

（SVHC）への要求に対し、化学物質情報の適切な管理とスムー
ズな情報伝達に注力しています。現在では JAMP-GP（電気
業界）、IMDS（自動車業界）にも対応可能となり、お客様の
多様なニーズに応えています。

電気使用量の削減

目標：2010 年度比 18.3％削減 1,995.5kwh
実績：2010 年度比 19.0％削減 1,979.4kwh

実績（Mwh）

実績（海外）
実績（国内）
目標値（全社）

1,500.0

1,700.0

1,900.0
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2,300.0

2,500.0

2,442.5

2010 年度

2,191.0

2011年度

2,036.9

2012 年度

1,974.6

54.7

2013 年度

1,866.0

113.4

2014 年度

19.0％19.0％
2128.7

エコオフィス

エコプロダクツ

重点環境商品（省エネ、新エネルギーアイテム商材）の売上

2014年度の目標：63 億円
実績：64.9 億円
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66 64.9

63
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（億円）
目標
実績

営業車の燃費向上

目標：2011 年度比  8.6％向上
●HIV 車、低燃費車等への入替
●エコドライブの徹底
　( 急発進・急加速の抑制 )

160.0
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給油量（kℓ） 燃費（km/ℓ）
14.40
14.20
14.00
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13.60
13.40
13.20
13.00
12.80

給油量（海外）
給油量（国内）

燃費（国内）
燃費（全社）

目標値（全社）

2011年度
12.87

13.50

13.84

14.23

13.84

2012 年度 2013 年度 2014 年度

実績
全社：8.8％向上
　　　（13.44km/ℓ）
国内：10.5％向上
　　　（14.23km/ℓ）

13.44

13.42

森林循環紙の使用

全事業所で、森林循環紙を100％使用

廃棄物最終処分量率の削減

目標：最終処分量率 1.1％以下

処分ルートの調査を行い
処分ルートの見直し実施

実績：最終処分量率 0.9％
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事業エリア内効果

地球環境保全コスト
コピー用紙等使用量削減効果
車輌給油量削減効果
産業廃棄物排出量・処分量削減効果
リサイクル部品等の売却による効果
グリーン購入における効果
管理活動の効率化等による効果

電気消費量削減効果

項　目 範　囲
費用削減額 ( 千円 )

実績（補正前） 補正後

97,264
584

78,942

-670-670

00
00

96,59478,272

584

17,2225,057
太陽光発電の売電金額 73,99773,997

5,461-696
-717-717
4747資源循環コスト

上・下流効果
管理活動効果
合計
※経済的効果の金額は、2005 年度実績と対比しております。( 環境保全効果量＝2005 年量 -2014 年量 )
※環境配慮商品の拡販活動による売上高貢献分は算出しておりません。
※補正後の金額は、2014 年度給油量、電気量を 2005 年度価格で換算したものです。

２. 環境保全活動による経済的効果　 集計範囲は国内全事業所、関連会社です。

事業エリア
内コスト

地球環境保全コスト

公害防止コスト
省エネルギー対策、地球温暖化防止等のコスト
太陽光設備のコスト
産業廃棄物の運搬・処分委託費用
産業廃棄物保管場所維持費用
グリーン調達対応等
ISO14001 認証維持費用
内部監査に係る費用
環境報告書作成・その他
環境グローバル
社会活動における環境保全コスト
（環境保全を行う団体等への寄付、支援等のコスト )
環境損傷に対するコスト
環境活動推進のための人件費

水質汚濁防止等のコスト
項　目 範　囲 費用額 ( 千円 )

9,501

94,688

37,606
132,294

34

66,758
8,137

8,137

407

8,713

1,138

0

0

1,804
789
4,010
2,110

資源循環コスト

上・下流コスト

管理活動コスト

社会活動コスト

環境損傷対応コスト
管理活動コスト社内支出

外部支出

合計

1. 環境保全コスト　 集計範囲は国内全事業所、国内関連会社です。

2014201320122011201020092008200720062005 （年度）

（千円） 環境保全コスト（外部支出）の推移

上・下流
資源循環

社会活動
管理活動

地球環境保全
公害防止
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排出量
ガソリン消費による CO2 排出量
電力消費による CO2 排出量

内　容 t-CO2

627.9
1,766.1

1,138.2

3. 環境保全活動による地球温暖化 (CO2 排出量 ) の低減効果

2013※120122011201020092008200720062005 （年度）

（t-CO2）

温室効果ガス排出量の推移

給油量_CO2換算(t-CO2)
電力量_CO2換算(t-CO2)

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

1402.8

725.4

1076.4

16.6％16.6％

699.4

17.0％17.0％

1063.8

18.3％18.3％

675.7

981.3

22.4％22.4％

669.3

1157.1

14.6％14.6％

660.5

1182.7

13.7％13.7％

654.6

983.3

23.6％23.6％

643.3

883.4

29.4％29.4％

619.9

1138.2

627.9

1057.7

22.6％22.6％

590.3

（千円）

環境活動による経済的効果の推移を確認するため、影響のある外的要因 ( ガソリン価格・電気料金 ) を補正した推移表を作
成しました。
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60,000
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120,000

2013※120122011201020092008200720062005 （年度）

環境保全活動による経済的効果の推移

6.5％ 5.1％ 5.2％ 11.8％ 9.2％ 14.9％ 16.7％ 19.9％

2014※2

2014※2

84.8％

※1　2013 は、RTS を含む
※2　2014 は、RTS，RHK，RTH を含む

2014 は、太陽光発電による売電額を加えた

※1　2013 は、RTS を含む
※2　2014 は、RTS，RHK，RTH を含む

廃棄物
給油
紙
電気

地球環境とともに

菱電商事グループは環境経営を促進するため、環境保全に要したコストとその効果を算出・分析し、経営に反映さ
せる「環境会計」に取り組んでいます。こうした取り組みを通じ、当社グループはこれからも低炭素社会と循環型
社会の形成に貢献していきます。
※当社の環境会計は、物量単位 (t-CO2）に比重を置いています。

2014 年度環境会計のご報告
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わたし×CSR

菱電商事グループの環境活動を
さらに推進していきます
菱電商事グループ環境活動の支社事務局として、目標策定や帳票作成、実績集計を行うとと

もに、支社内への周知、運営を担当しています。目標値設定には、環境関連の設備投資 (今

期は照明のLED化導入 )や車の入替等の影響を加味しなければならず、細かな数値計算が発

生するので苦労もありますが、毎月集計していて結果が目標値をクリアしていると達成感が

あります。特に目標未達で、さまざまな施策を考えて取り組んだ結果、ついに目標を達成し

たときは本当に嬉しいです。今後も支社事務局として運営や法律に関する知識を増やし、菱

電商事グループの環境活動をさらに推進していきたいです。

2015年度は、下記の３つの大きな柱を中心に環境活動を行います。2015年度も前年度に引き続き、低炭素社
会実現と循環型社会の形成に向けた取り組みの強化と社会貢献活動継続実施を推進します。従来のエコプロ
ダクツに変え事業活動を環境目標に設定し、事業プロセスと環境活動の統合を実現しました。4月からは中
国の海外販社 RSHと台湾の海外販社 RTWが環境活動をスタートしています。

2015 年度の取り組み
地球環境とともに

菱電商事グループでは、グループ一体となって環境経営を推進するために、組織横断的な環境管理組織を設置。社
長を最高責任者として国内外に 38 サイトがあり、環境活動を行っています。

環境管理組織と環境活動の歩み
地球環境とともに

2015年度の環境活動の3つの柱
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環境管理組織

環境活動の歩み
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2001.12　本社・東京支社、関西支社、名古屋支社、菱幸が
ISO14001 認証取得

2002.12　国内全事業所が ISO14001 認証取得
2003.06　環境報告書（現：サステナビリティレポート）発刊 
2004.12　菱商テクノ拡大で ISO14001 認証取得

（国内全子会社認証取得）
2005.08　環境活動意識度調査開始
2006.04　環境家計簿開始
2006.09　上席内部監査員資格制度新設
2006.10　監査リーダー会議初開催
2007.05　社会貢献活動開始

（地球環境保全活動、エコキャップ回収運動等）
2012.01　日経「環境経営度調査」商社部門ランキング 11位

2012.09　サステナビリティレポート（英語・中国語版）発刊
2013.09　シンガポールで地球環境保全活動を実施
2013.12　シンガポールの海外販社 RTS ※ 1 が菱電商事グルー

プとして ISO14001 認証拡大
2014.01　日経「環境経営度調査」商社部門ランキング 10 位
2014.03　宮城県栗原市、北関東支社、浜松支店に設置した

太陽光発電始動
2014.03　Fukushima さくらプロジェクトに参加
2014.12　香港の海外販社 RHK ※ 2 とタイの海外販社 RTH ※ 3

が菱電商事グループとして ISO14001 認証拡大
2015.01　日経「環境経営度調査」商社部門ランキング 10 位
2015.04　中国の海外販社 RSH ※ 4 と台湾の海外販社 RTW ※ 5

が新たに環境活動を開始

※ 1　RYOSHO TECHNO SINGAPORE PRIVATE LIMITED の略称
※ 2　菱商香港有限公司 /RYOSHO HONG KONG COMPANY, LIMITED の略称
※ 3　RYOSHO (THAILAND) COMPANY, LIMITED の略称
※ 4　菱商電子 ( 上海 ) 有限公司 /RYOSHO ELECTRONICS (SHANGHAI) COMPANY, LIMITED の略称
※ 5　台湾菱商股份有限公司 /RYOSHO TAIWAN COMPANY, LIMITED の略称

菱電商事株式会社
北関東支社　総務部総務課

●地球環境保全活動：地域に密着した環境活動
（生物多様性保全のため）

● Fukushima サクラプロジェクトへの継続参加など
社会貢献活動

事業プロセスと
環境活動の統合

当社の事業活動が地球環境に有益であることから、全事業所で事業計画を有益な
環境影響評価し事業活動を環境目標に設定しました。（全 55 目標設定）

目標例）　事業本部：システムソリューションの売上
本社総務部：環境経営の強化（環境設備投資額など）

エコオフィス

●電気使用量の削減　2015 年度目標：2010 年度比 18.4 ％削減
●紙の使用　2015 年度目標：森林循環紙の使用
●廃棄物最終処分量の削減　2015 年度目標：最終処分量率 0.9 ％以下
●営業車の燃費向上　2015 年度目標：2011 年度比 5.0 ％向上
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復興を願う「fukushima さくらプロジェクト」

「fukushima さくらプロジェクト」 ▼ http：//www.fukushimasakura.jp/

震災からの復興のシンボルとして、新種の桜「はるか」を、福島県から広
めていく取り組みが「fukushima さくらプロジェクト」です。当社は社会
貢献活動のひとつとして、このプロジェクトに協賛しています。
かつてない甚大な被害をもたらした東日本大震災ですが、時間の経過と
ともに人々の関心は薄れつつあるようです。しかし被災地では、今でも

避難生活をつづける方、家族が行方不明のままで辛い思いをされている
方などが数多くいらっしゃいます。震災を忘れず、支援しつづける気持ち
を、当社は「はるか」の健やかな成長と普及に託しました。桜は苗木の育
成に数年、植樹から花を咲かせるまでにはさらに数年を要します。「はる
か」がゆっくりと育つように、復興にも息の長い応援を継続していきます。

「清瀬松山緑地保全地域」に
て、東京都、ＮＰＯ法人、企業
が協力して環境保全活動を実
施しています。

落枝整理、帰化植物除去、木柵補修を中心とした活動を行うと
共に、NPO法人の協力の下、身近に生息する外来植物も知ること
が出来、美化活動に貢献できたと思います。

■本社・東京支社 「東京グリーンシップアクション」参加  
主　催 活動概要 支社からのコメント東京都環境局
実施月 5 月、10 月
参加延べ人数 132 名

アドプトリバープログラムと
は河川の美化活動です。当社
は神崎川の十八条大橋から
三国橋までの約２.５Km の清掃
を実施しています。

清掃活動（アドプトリバー）も、定期的に実施し、毎回数十名の
参加があります。この活動についても意識は定着してきたと思わ
れます。河川敷の清掃や不法投棄物の除去を中心に美化活動に
努めております。

■関西支社 「アドプトプログラム」参加  
主　催 活動概要 支社からのコメント大阪府
実施月 4 月、7 月、

10 月、2 月
参加延べ人数 170 名

事務所近隣の公園の清掃活動
を行いました。

毎回10 名程度で隣接する児童公園の清掃活動を継続しており
ます。   

■菱商テクノ大阪支店 事務所近隣公園の清掃活動  
主　催 活動概要 支社からのコメント独自企画
実施月 6 月、11月、2 月
参加延べ人数 28 名

間伐作業、段々畑の敷地整備
を行いました。

東山公園の森づくりのため、採光環境改善として 7 月には、木々、
雑草伐採作業、不法投棄ごみ回収、11 月には木々間伐作業に加え、
枯葉回収を行いました。活動後の山林は、来春に向けて暖かな日
差しを地面一杯に受け、 小さな木々が芽吹き、里山保全を実感で
きる活動になりました。

■名古屋支社 「なごや東山の森づくりの会」参加  
主　催 活動概要 支社からのコメントNPOなごや東山の

森作りの会
名古屋市協力

実施月 7 月、11月
参加延べ人数 140 名

鶴ヶ城城址公園清掃活動を実
施しました。

会津若松 / 鶴ヶ城で清掃を実施、場内はきれいではありましたが、
パンフレットゴミ・空缶等を拾い分別整備しました。プロジェク
ションマッピング観覧もでき有意義な一日となりました。

■東北支社 「鶴ヶ城プロジェクションマッピング」参加  
主　催 活動概要 支社からのコメントさくらプロジェクト
実施月 3 月
参加人数

参加人数

12 名

ニッコウキスゲやレンゲツツ
ジ等の保護ために、ササ刈り
を実施しました。

県民に親しみの深い赤城山の環境保全活動で、群馬県、前橋市、
多数団体の協力の下、今回で 3 回目の参加となりました。今後も
継続して参加する事により、地域に密着した支社としての役割を
果たしていきたいと考えております。

■北関東支社 「赤城山覚満渕周辺のササ刈り活動」参加  
主　催 活動概要 支社からのコメント赤城山の

自然保護活動
推進協議会

実施月 11月
29 名

静岡市河川環境アドプトプロ
グラムに参加しています。回収
したゴミは参加者が持ち帰り、
家庭ごみとして排出します。

これまで同一河川を継続して清掃してきましたが、年々同地域の
参加団体が増加し、ゴミの収集量の減少が顕著になってきました。
継続的な活動による地域全体としての美化意識がある程度確立さ
れたものと判断し、清掃担当地域を去年より変更、登録団体の少
ない地域へ移り、清掃活動を行う事としました。活動に対する社
員の参加意識は醸成され、毎年安定した参加率となっております。

■静岡支社 「静岡市河川環境アドプトプログラム」参加  
主　催 活動概要 支社からのコメント静岡市
実施月 5 月
参加人数

参加人数

24 名

ウミガメの産卵予定地である
遠州浜の清掃を行いました。

本活動は、アカウミガメの産卵場所ともなっている同海岸を清掃
整備し、カメを迎え入れるための活動です。波で打ち上げられた
ゴミ等を手分けして収集し、活動全体で 5.25ｔ回収されており
ます。

■浜松支店 「ウェルカメクリーン作戦」参加  
主　催 活動概要 支社からのコメント浜松市・静岡県
実施月 5 月

22 名

平和記念公園内の被爆樹木な
どの樹勢回復

広島市都市整備局が主催のボランティア活動であり、世界遺産
である原爆ドームに近い平和記念公園の樹木樹勢回復を主目的
とし、市民の花と緑や平和に対する意識の醸成を図る活動に参
加いたしました。

■広島支社 「平和記念公園樹木いきいきボランティア」参加  
主　催 活動概要 支社からのコメント財 ) 広島県

環境保健協会
広島市都市整備局
緑化推進部

実施月 12 月
25 名

当社周辺の清掃活動を行いま
した。

前日夜から当日9 時過ぎまで雨が降り、実施が危ぶまれたものの、
何とか天候が回復し、滑りやすい状況の中、けが人も無く無事に
終える事ができました。用水路周辺の雑草は例年同様生い茂っ
た状態となっており、また周辺のゴミについても不法投棄された
ものがありましたが、参加者の取り組みにより今年もきれいにす
る事ができたと考えます。

■四国支社 支社周辺の清掃活動  
主　催 活動概要 支社からのコメント独自企画
実施月 3 月

森の保全活動とし、ボランティ
アグループに協力頂きながら
当社単独で実施しました。

落ち葉かき、草刈り、不要な樹木の除伐の 3 グループに分かれ
ての作業を実施。不要な樹木は勿論ですが、落ち葉も地面に積
もり過ぎては樹木にはよくないとのことで、大量の落ち葉かき
を実施しました。当日は天候もよく、楽しみながら作業を実施
出来ました。

■九州支社 カブトムシの森の保全活動  
主　催 活動概要 支社からのコメント独自企画
実施月 3 月

21名

East Coast Park の海岸の清掃 今回の会場となった East Coast Park は、シンガポールの東海岸
沿いの大きな公園で、各種スポーツや散歩、食事など、週末には
大変多くの人々が集う憩いの場です。当日も多くの人々で賑わっ
ており、その中で、参加者が園内を周り、プラスティックゴミや
煙草の吸い殻など、多くのゴミを拾い、広範囲の公園、海岸をク
リーンアップ出来ました。

■RTS 「Clean up activity at East Coast Park 2014」参加  
主　催 活動概要 支社からのコメントGreen bird
実施月 11月

下野三楽園の施設整備を実施
しました。

下野三楽園は緑豊かな地域にあり、子供達が使用する野球グラ
ンド等がありますが、同施設の職員が少なく整備まで行き届かな
いのが現状です。本活動を通じて、施設内の雑草の伐採等を行い、
地域社会に対する奉仕の重要さを改めて実感することが出来ま
した。

■宇都宮支店 児童養護施設　下野三楽園の施設整備
主　催 活動概要 支社からのコメント北関東支社

下野三楽園
実施月 5 月

15 名参加人数

参加人数 32 名

参加人数 19 名

参加人数

参加人数

地域社会とともに

当社の社会貢献活動の取組は 8年目を迎えました。
2014 年度は、家族を含む延べ 669 名の従業員が活動に参加しました。

生物多様性保全につながる社会貢献活動
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社員とともに

社員の誰もが働きやすい快適な職場環境の中で、一人ひとりが　やりがいを持って働き、仕事を通じて成長を続け、
グローバルな場面で活躍しつづける人材となること。それが菱電商事の基本的な人事目標であり、その基盤となる、
働く人の多様性を尊重し、社員とその家族の安心感の拡充に注力していきます。

社員とその家族への責任

ワーク・ライフ・バランス推進のための働きやすい環境づくり
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菱電商事は、「従業員と会社の両方に最大の成果を生み出すことを追求する」ことを人事管理の基本理念とし、従業員一人ひとり
が自己実現を目指す中で、仕事を通して自らの価値を高め、成果を生み出す人材づくりに取り組んでいます。

働き甲斐のある職場環境づくり

菱電商事株式会社
人事部採用・育成課

板垣 利威

わたし×CSR

重要な財産である人材の採用・研修を
さらに充実させていきます
新卒やさまざまなスキルを持ったキャリア人材の採用と入社後のOff-JT 研修の企画・実施を行って

います。人材採用については、菱電商事グループに必要な人材と応募者の特徴を短い面接などの

採用選考で見極めることに苦労しますが、採用した人材が力を発揮し楽しくのびのびと働いている

姿を見たときはこの仕事にやりがいを感じます。また、研修の中で社員が気づきを感じ、仕事にお

ける行動や考え方に変化が見えたときは本当に嬉しいです。これからも菱電商事グループの重要な

財産である “ヒト ”の採用・研修のさらなる充実に向けて尽力していきます。

■ “ 三位一体の人事管理 ”

階層別・専門・選抜・
グローバル化等
各種研修の充実

個性を尊重し、
計画的・育成的
ローテーション実施

人事処遇制度、表彰制度、
キーマン選抜・
抜擢登用

《 評価・処遇 》《 配置・活用 》

《 教育・育成 》

■ 個々のスキル、役割、成果に基づく人事処遇制度

定量的な成果だけでなく、定性的な行動プロセス目標の達成度も重視し、高い目標にチャレンジしていける風土づく
りを行っています。また、一人ひとり個別の育成・活用シートを作成し、社員の成長につなげています。

■ さまざまな側面からの教育・育成

業務遂行を通じた職場での育成をベースに、充実した Off-JT（職場外研修：Off the Job Training）を実施しています。
新入社員研修からはじまり、階層別に人間力・ビジネススキルの向上を図る研修、役職や担当職務に必要な専門知識・
スキルを習得する研修、ソリューションビジネス推進のための技術教育などを進めています。特にグローバルに活躍
できる人材の育成は重点課題であり、海外派遣型研修などを積極的に実施しグローバル人材育成を加速しています。

ディスカバーワークショップ研修
入社３年目の総合職全員が、自分で渡航国を選び、２週間の
行動計画を立て、通訳・ガイドなしに、自力で訪問先のアポイ
ントをとり、計画通り行動してくる。自主自立の実践、グローバ
ル人材のベース作りを目的としている。

新入社員チームビルディング研修
山奥の研修所で、自炊生活をしながら、力を合わせて
難解な課題をクリアしていくことで、チーム力の必要性
を実感するとともに、お互いの深い理解につながるコ
ミュニケーション力を習得する。

■ 従業員の安心につながる休暇制度の充実

菱電商事では、失効した年次有給休暇を一定の日数まで積立保存できるようにしています。積立保存した有給休暇は、
育児休業を満了し保育所への入所を希望していても入所できない場合や従業員の私傷病、家族の介護などに使用す
ることができます。また、半日単位や時間単位で有給休暇を取得できるようにするなど、従業員が安心して仕事がで
きるよう制度の充実に努めています。

■ 育児・介護に関する支援制度

従業員の育児や家族の介護を支援するために、育児・介護休業法に基づいて各種制度を整備しています。また、法
令を上回る制度として以下のような環境整備を行っています。

①産前産後の休業期間を、有給の産前産後休暇として取得できるようにしています。
②育児のための勤務時間短縮措置を、小学校就学の始期に達するまでの子を養育する場合に適用できるようにし

ています。

■ ライフステージに応じた研修制度

研修制度において、今後の人生設計を支援する
世代別セミナーを開催しています。30 歳からのマ
ネー・ヘルスプランやキャリア形成をはじめ、50
歳代では退職後に向けての生きがいや生涯設計、
健康増進、家庭経済などに関するアドバイスやサ
ポートを行っています。

50代ライフプランセミナー
退職金や年金制度の説明、
退職後のいきがい・生活設
計・マネープラン、健康増進
などに関する研修。夫婦で参
加する社員が多く、楽しく充
実した時間を過ごす。写真は、
健康体操で楽しく盛り上がり、
ひと汗流しているシーン。

子育てや介護、高年齢期など、従業員がそれぞれのライフステージに応じて能力を十分に発揮できる良質な環境づくりに取り組
んでいます。
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「「環環境家境家計簿計簿計 」と」とは、は、家庭家庭庭でででの電の電気、気、ガスガス、水、水水道、道、灯油灯油、ガ、ガガソリソリンンの使の使の 用用用量を量を集計集計し、し COCOC 222排出排出出量と量としてしてて算出算出算 するするものものですです。
菱電菱電商事商事グルグループープではでは2020066年年度年度からから「環「環境家境家家計簿計簿簿」の」の取り取り組み組みを行を行っっていていまますす。
220100年以年 降の降の一家一家庭あ庭あたりた のCのCO2排出排出量を量をグラグラフ化フ しましましたた。220111年度年度は原は 子力子力発電発電所の所の停止停止によよるる電気気のCの OO2排排

出量出量増加増加の影の影影響が響がありありましましたがたがた 2、20012年2年度以度以以降は降は省エ省エネ意ネ意識の識の定着定着化に化に化 よりより、排排出量出量が削が削減さ減されてれてきききていていて まます。す

「環境家計簿」の取り組み

日経　第18回「環境経営度調査」商社部門ランキング第10位

一家庭あ 2OC りた  排出量の変化
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